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Ⅰ. 連絡事項

烏森皇大神宮にて

1月例会

Ayase
kanagawa

一般市民参加はカード記入と参加費500円が必要(マップと傷害保険付)

金沢八景歴史めぐりコース

【日 程】 ４月１２日(日)＝雨天延期＝ 難度初級・市街地

荒天予報の時は前日昼頃までに連絡網で案内 予備日：４月1９日（日）

【開会式】 午前 10時 10分 （京急）金沢文庫駅（東口）駅前広場 ：開会式

【解 散】 午後 14時 00分頃 枇杷島神社（金沢八景駅近く） ：閉会式

【受付集合】 「長後駅 or 海老名駅」で受付し、開会式場へ（現地直行も可能）

【あ し】 長後駅 9：01発 → 湘南台駅 9：03着 （のりかえブルーライン） 9：12発 → 上大岡駅 9:34着

（のりかえ京急）上大岡駅 9：40発 → 金沢文庫駅 9：49着

（相鉄）海老名駅 9：03 →  横浜駅 9:31着 （のりかえ京急線へ：９分）

（京急）横浜駅 9：40発 → 金沢文庫駅 9：56着

【参考】 （相鉄）海老名駅 8：56 (西高島平行) → 大和駅駅 9:06着 （のりかえ特急横浜行 9:10発、合流）

【お願い】 当日の体温が「37.5度以上」の時は参加をご遠慮願います。

【あし代】 長後駅 → 金沢文庫駅 680円 海老名駅 → 金沢文庫駅 650円

【ガイドリーダ】 龍 ・ 田辺 ・ 横溝

朱塗りの反橋と平橋が美しい、称名寺 野島公園展望台 枇杷島神社

<特急>（８号車）横浜駅右側へ降車

あやせ歩こう会だより

★ 新会員の紹介 ★ ・2月 高橋初江さん（3班 吉岡G） ・4月 西山昭子さん（7班 薩田G）
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西寒川支線廃線跡を歩いて

"ほうこく"「寒川神社へ初詣」（半日コース）
JR相模線寒川駅前には寒さ予報に反し、会員37名と一般参加者2名の合計39名
もの参加者が集まり、昼頃には太陽も出てウォーキング日和になりました。
一之宮緑道にある1984年3月で廃線となった「JR相模線・西寒川支線」の跡地

に現存する一番古い国産レールや車両が残されており、桜の並木約200mを散策。
水道の歴史が学べる「水道記念館」は臨時休館のため通過し、約1600年の歴史

を持ち八方除け守護神の寒川神社へ向かいました。1月最終日曜に開催したが
予想外の人出のため本殿前で解散し、神門に青森のねぶた「那須与一」の飾付
が施された神社に、各自が無病息災と幸せな1年をお祈りしました。 (6-K.F)

（先頭車両へ乗車）

神門



◆金沢八景とはなぜ八景なのか？ 元禄７年金沢の地に立ち寄った中国僧、心越禅師は、能見堂

（今の能見台）からの風景が故郷中国の瀟湘（しょうしょう）八景にそっくりと絶賛、このことから金沢

八景と名付けられた。幕末の浮世絵師、歌川広重も描いた絶景です。

◆称名寺 鎌倉時代に北条実時が建立したとされる金沢北条氏の菩提寺です。本堂前の阿字池

を中心とした浄土庭園は見事です。 朱塗りの反橋と平橋が掛かる浄土式庭園が美しく、阿字ヶ池

のまわりには樹齢800年を超えるイチョウなどの名古木があり、四季折々の風情が楽しめます。

◆野島山展望台 野島公園は、平潟湾に浮かぶ小さな島の公園です。野島山展望台は、公園の中

央にある海抜57mの野島山の頂上にあり、近くにある海の公園や八景島が望め、晴れた日には遠

く丹沢や富士山、房総半島など360度の展望が楽しめます。

【コース】 距離 約６．５Km 歩行時間 約2時間10分

金沢文庫駅(開会式) 1000m ①県立金沢文庫 60m ②称名寺 1100m ③海の公園 1300m

④野島橋 900m ⑤旧伊藤博文金沢別邸 500ｍ ⑥野島公園展望台【昼食】 500m

⑦夕照橋 1400m ⑧（ゴール）枇杷島神社(閉会式) 200ｍ 金沢八景駅
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